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「知って欲しい」この「思い」から、「４冊の証言集」とその著者「藤沼敏子氏」を紹介します。
（飯田日中友好協会理事長小林勝人）

藤沼敏子さんは、2019年7月に、最初の証言集『不条理を生き貫いて34人の中国残留婦人たち』を出版し、
翌年7月には『あの戦争さえなかったら62人の中国残留孤児たち』の上下巻、併せて3冊の証言集を出版し
ました。これらの証言集では、中国残留孤児・残留婦人をはじめ、サハリン残留邦人などを含め、支援
者等の協力を得て、200人以上の人から聞き取り（インタビュー）を行い、その証言を纏めています。
そして今年の夏（2021年7月）、４冊目の証言集として『WWII 50人の奇跡の命』(津成書院)を出版しま
した。ここでは元満蒙開拓青少年義勇隊（軍）・元従軍看護婦・元軍人・サハリン残留者・沖縄、台湾、満
州からの早期帰国者の証言を取り上げています。 (写真は全４冊の証言集)

これらの書籍に寄せられた推薦の言葉を通して全４冊の紹介をします。

【人間文化研究機構国文学研究資料館准教授 加藤聖文氏】

藤沼敏子さんは、これまで中国残留孤児を始め200名を超える人たちから苛酷な戦争体験を聞き取ってき
ました。一人の市民が戦争と向き合いながらコツコツと集めてきた証言は、敗戦から75年も過ぎていよい
よ戦争の記憶が遠ざかるなか、むしろ歴史的価値を帯びてきています。戦争体験を聞き出すだけではなく、
それを後世に伝えるために残していこうという強い意志は、この問題に関心を持つ人たちに大いに刺激を
与え、これから進むべき道標となるでしょう。

【国立民族学博物館名誉教授 総合研究大学院大学名誉教授 出口正之氏】

このライフワークの素晴らしさはホームページにインタビューの動画そのものを載せて、立体的な構成
となっていることである。台湾などの海外を含む全国へ出向いてのインタビュー。優しい語り口、話を引
き出す相槌の適切さ等々、本書のしっかりとした背景まで残されている。
それにしても藤沼さんのこのライフワークに懸ける執念には舌を巻く。小生が藤沼さんの情熱に最初に
触れてからすでに四半世紀にもなる。その執念は、証言者に対して研究対象として接したのではなく、一
人一人に対して藤沼さん自身もそういう運命のもとに生まれていたかもしれないという運命の重ね合わせ
から生まれたものではなかろうか。一つ一つの語りの中にしっかりとした歴史があり、若い世代の方々だ
けではなく、まだ生まれて来ぬ次の世代の方々にとっても、第二次世界大戦の影響を知る大きな書籍とな
ることと確信している。

【成蹊大学名誉教授 シベリア抑留研究会代表世話人 富田 武氏】

インタヴュー前の準備、インタヴューそのもの、テープ起こし、原稿化と、大変な仕事であることが窺
え、何よりも、それを出版して後世に伝えたいという熱意を感じ取ることができた。帰国者たちが高齢化
し、記憶も薄れてくるための困難も、抑留体験者のインタヴューを経験した私には十分に想像された。藤
沼さんはこの度3作目を、残留孤児・婦人より対象を広げ、軍人、満蒙開拓青少年義勇隊員、従軍看護婦と
職業・年齢を多様にし、満洲だけではなく、サハリン（樺太）等からの引揚者も含め、また早期引揚者と
長期抑留・残留者の差異に留意するなど、多面的な視角と構成で出版される。戦争と抑留、難民を統一的
に理解するよう心がけてきた会としても、大いに期待するところである。

【法政大学教授 高柳俊男氏】

ここで何よりも強調すべきは、彼女がかつて満州（中国東北部）で暮らした体験者を全国に訪ね歩き、
200人前後から聞き取りを行い、その映像を自身のホームページ「アーカイブス 中国残留孤児・残留婦人
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の証言」（https://kikokusya.wixsite.com/kikokusya）上にアップするという、地道な作業を永年にわたって
続けてきたことである。そのことを知り、実際に映像のいくつかを見るに及んで、私は正直圧倒された。
研究機関に籍を置く恵まれた立場の研究者でもないのに、どうしてここまでできるのだろうか？ もちろ
ん、こうした作業を可能にする前提として、時間的な余裕や一定の経済的な裏付けは必要かもしれない。
しかし、日本の満州政策の下で過酷な人生を送らざるを得なかった人々の声に耳を傾け、それを聞き書き
として残さねばという強い意思、さらには一種の使命感のようなものがなければ、そもそも不可能な営み
なのではないか？ それ以来、私にとって藤沼さんは、一目も二目も置く人物であり、脱帽の対象であり
続けている。
また、先に出版した3冊目に続き、今年出版した４冊目『ＷＷⅡ５０人の奇跡の命』

の「おわりに」（732p）の記述のなかで、彼女は以下のように記している。
取材を通じて「中国残留孤児・婦人の存在を知りました。そして、理不尽にも旧満州に

置いてきぼりにされ、日本に帰る手立てのなく中国社会で生き貫いた、彼らの慟哭を聞い
てしまい、日本人でありながら日本語も流暢に話せず、読み書もおぼつかなく、長い間「声
をあげる」ことも出来なかった彼らの「声を残すこと」が私のやりたかったことでした。
そして、この４冊目に限らず、最初の「不条理を生き貫いて３４人の中国残留婦人』
次の『あの戦争さえなかっら６２人の中国残留孤児（上・下）』の章ごとに、後世の
ために詳細に調べあげて「証言の背景」のページを設けました。
こうして、それぞれの先生方から広範な取材と中味の濃い素晴らしい「聞き取り証
言集」だとの評価を戴いています。４冊にわたる延べ146人の証言をいっぺんに読む
ことは大変なことですが、まず、今年出版された『ＷＷⅡ５０人の奇跡の命』を読ん
で見ようと取り寄せ、第１章の元青少年義勇隊(軍)の『証言１、２』から先ず読んでみ
てください。おお！と感じたら、少し飛ばして、第２章の元従軍看護婦の、証言へ
と読み進んでみる。こうして又「証言の背景」を読むことで、著者「藤沼敏子」氏の「思
い」に触れつつ、読みすすむことができると思います。
満蒙開拓平和記念館を有する飯田日中友好協会では、「中国帰国者への理解を深める

活動」や「平和の尊さを次代に伝える活動」として、今後の取り組みに活かしていきた
いと思っています。

帰国者支援に関わる方々をはじめ、

多くの方がお読みくださるようお薦めします。

◇『不条理を生き貫いて、34人の中国残留婦人たち』
(2019年７月13日／発行 津成書院 552P 定価 2500 円＋税)

◇『あの戦争さえなかったら、62人の中国残留孤児たち（上）』

～北海道・東北・中部・関東編～
(2020年７月12日／発行 津成書院 579P 定価 2500 円＋税)

◇『あの戦争さえなかったら、62人の中国残留孤児たち（下）』

～関西・山陽・四国・九州・沖縄・中国の養父母編～
（2020年７月12日／発行 津成書院 454P 定価 2500 円＋税)
［寄稿 伊那谷の中国帰国者と共に／飯田日中友好協会理事長 小林勝人］

◇『ＷＷⅡ ５０人の奇跡の命』
(2021年７月10日／発行 津成書院 739P 定価 2,000 円＋税)
証言者 ＊元満蒙開拓青少年義勇軍９人 ＊元従軍看護婦３人 ＊元軍人３人

＊サハリン残留10人 ＊沖縄4人 ＊台湾8人 ＊満州からの早期引揚者1３人

＊ご注文はお近くの書店にお願いします。津成書院 お問い合わせは, tsunarisyoin@gmail.com

以上


